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あとがき
本号では神経筋疾患の超音波診断が特集されています。手根管症候群，炎症性ニュー
ロパチー，筋萎縮性側索硬化症，シャルコー・マリー・トゥース病，筋疾患について，
それぞれの分野における第一線の専門家の方々に画像の実例も取り入れてわかりやすく
解説していただいています。
多くの神経疾患において画像診断，生化学的バイオマーカーによる診断，遺伝子診断
の研究が大きく進展していますが，末梢神経・筋疾患では，これまで電気生理学的検査
が診断に大きく貢献してきました。この特集を通じて，今後神経・筋の画像診断は電気生
理診断と相補的あるいは相乗的に発展して行くことがおわかりいただけると思います。
今回の特集で取り上げられている疾患の中でも，手根管症候群の頻度は特に高く，日
常診療においてもよく遭遇するわけですが，手根管症候群の診断法についてはさまざま
な議論がなされてきました。例えば電気生理学的診断（神経伝導検査）が診断に必須か
という点については米国神経筋電気診断学会や米国リハビリテーション学会は強くその
施行を推奨していますが，米国手の外科学会ではあまり必要ない，という見解が多くみ
られます。手根管症候群の診断は臨床症状（環指正中線での感覚障害が分かれるring
fingersplitting，短母指外転筋の筋力低下・筋萎縮，早朝の疼痛の増悪など）の特徴的
所見だけで可能であり，手術適応は「短母指外転筋の筋萎縮と疼痛の程度によって決ま
る」ということが主な論拠であり，ゆえに電気生理学的診断は必要ないと主張していま
す。そのような立場の米国の外科医も，超音波診断の価値は認める傾向にあります。手
術を予定する場合に，視覚的に圧迫部位や形態学的変化がわかることは外科医にとって
は魅力的なのでしょう。
筆者は神経筋の電気生理学的診断を日常的に利用していますので，神経伝導検査は他
疾患の除外（手根管症候群ではほぼ100％に何らかの手根管伝導異常所見を呈するの
で，正常所見の場合には診断を再考する必要がある），軸索変性の程度の定量的評価，
という意義を含めて手根管症候群に必要不可欠な診断ツールと信じていますし，診断を
確定する補助検査としての有用性は今後もすたれないでしょう。ただし検査である限り
正常値の設定が必要であり，神経伝導検査所見が境界域である場合は存在します。その
場合に超音波検査を組み合わせることで診断の精度は確実に高くなります。逆に超音波
検査で認められる神経幹の腫大所見が境界域にある場合には神経伝導検査は行われるべ
きでしょう。
本特集を通じて多くの読者に画像診断プラス機能診断によって，神経疾患の病態をよ
り総合的に把握することの重要性に対する理解が深まることを期待いたします。
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